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巻頭言

復
刊
し
て
三
号
目
に
な
る
本
号
の
刊
行
は
、
年
の
瀬
も
押
し
詰
ま
っ
た
一
二
月
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。

本
号
も
、
巻
頭
に
は
坂
本
賞
三
先
生
か
ら
「
『
中
古
文
学
』
と
い
う
こ
と
」
を
お
寄
せ

い
た
だ
い
た
。
先
生
は
、
日
本
在
来
の
時
代
区
分
法
・
時
代
区
分
用
語
の
歴
史
的
変
遷
を

た
ど
り
な
が
ら
、
日
本
近
代
史
学
が
近
代
西
欧
史
学
の
時
代
区
分
法
を
継
受
す
る
な
か
で
、

在
来
の
時
代
区
分
用
語
と
西
洋
史
学
の
区
分
法
訳
語
を
選
択
し
つ
つ
日
本
独
自
の
時
代
区

分
法
を
形
成
・
定
着
さ
せ
て
い
く
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
作
業
を
丹
念
に
進
め
て
こ
ら
れ

た
。
本
論
文
で
は
、
「
中
古
」
の
用
語
法
の
変
遷
を
論
じ
ら
れ
、
一
九
六
六
年
に
創
刊
さ

れ
た
『
中
古
文
学
』
の
誌
名
・
学
会
名
は
、
律
令
国
家
衰
退
史
観
に
と
ら
わ
れ
て
い
た
当

時
の
日
本
史
学
界
に
王
朝
文
学
全
盛
期
を
指
す
的
確
な
時
代
区
分
用
語
が
な
か
っ
た
た
め
、

一
二
世
紀
以
来
、
「
延
喜
」
以
降
（
摂
関
期
）
を
指
す
語
と
し
て
使
わ
れ
て
き
た
「
中

古
」
を
復
権
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
、
と
論
じ
ら
れ
る
。
先
生
の
独
創
的
な
時
代
区
分
研
究

の
全
体
像
が
一
日
も
早
く
完
結
し
一
書
に
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
を
、
弟
子
た
ち
一
同
、
心

待
ち
に
し
て
い
る
。

大
迫
宣
之
氏
「
系
統
的
に
展
開
す
る
歴
史
的
分
野
の
授
業
の
構
想
と
展
開
｜
『
近
世
の

日
本
』
の
実
践
を
通
し
て
｜
」
は
、
「
時
代
の
特
色
を
と
ら
え
る
カ
」
を
獲
得
さ
せ
る
こ

と
を
目
標
を
掲
げ
、
教
師
の
側
が
仮
説
的
に
提
示
す
る
時
代
の
特
色
と
重
要
歴
史
事
象
群

を
、
生
徒
の
側
が
主
体
的
に
関
連
づ
け
て
考
察
し
て
仮
説
を
検
証
す
る
授
業
を
提
唱
し
、

単
元
「
近
世
の
日
本
」
の
実
践
例
を
紹
介
す
る
。
大
迫
氏
は
私
が
学
校
教
育
学
部
に
着
任

し
た
年
に
学
部
三
年
生
（
O
四
生
）
。
着
任
早
々
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
張
り
切
っ
て
卒

論
指
導
し
た
こ
と
が
懐
か
し
い
。
『
史
人
』
創
刊
号
に
は
大
迫
氏
「
中
世
前
期
紀
伊
国
阿

豆
川
庄
に
お
け
る
相
論
の
諸
相
l
逃
散
を
中
心
に
｜
」
を
は
じ
め
こ
の
学
年
七
人
の
卒
論

が
ず
ら
り
と
並
ぶ
。
『
史
人
』
第
二
号
に
は
着
任
時
二
年
生
（
O
五
生
）
だ
っ
た
五
人
の

卒
論
が
並
ぶ
が
、
『
史
人
』
は
そ
こ
で
長
い
休
刊
期
に
入
り
、
そ
の
次
の
学
年
の
卒
論
か

ら
は
公
に
な
っ
て
い
な
い
。
私
の
指
導
学
生
の
多
く
は
、
現
在
、
小
学
校
・
中
学
・
高
校

で
教
鞭
を
執
っ
て
い
る
。
彼
ら
の
卒
論
を
載
せ
て
あ
げ
た
い
と
思
う
が
、
勤
務
に
多
忙
を

極
め
る
彼
ら
に
、
い
ま
さ
ら
卒
論
の
手
直
し
を
求
め
る
の
は
酷
で
あ
る
。
そ
こ
で
大
迫
論

文
の
よ
う
な
授
業
作
り
や
指
導
方
法
な
ど
に
関
す
る
研
究
・
提
言
・
実
践
報
告
を
寄
せ
て

く
れ
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
。
『
史
人
』
誌
上
を
、
古
代
史
読
書
会
・
菌
室
。
同
盟
塾
の
、

世
代
を
超
え
た
交
流
の
場
に
し
て
ほ
し
い
。
大
迫
論
文
は
そ
の
魁
け
で
あ
る
。
も
っ
と
も

O
B
の
卒
論
・
修
論
の
な
か
に
は
、
学
術
論
文
と
し
て
何
ら
遜
色
の
な
い
研
究
が
い
く
つ

も
あ
り
、
『
小
右
記
』
演
習
で
院
生
・
学
生
が
頻
繁
に
利
用
す
る
研
究
も
複
数
あ
る
。
そ

の
よ
う
な
研
究
は
、
い
つ
か
本
誌
に
載
せ
た
い
。

渡
遺
誠
氏
も
復
刊
以
来
、
本
誌
に
欠
か
さ
ず
労
作
を
寄
せ
て
く
れ
て
い
る
。
「
寛
平
の

遣
唐
使
派
遣
計
画
の
実
像
」
は
、
一
研
究
室
の
手
作
り
雑
誌
に
載
せ
る
に
は
勿
体
な
い
力

作
で
あ
り
、
鋭
い
着
眼
と
厳
格
な
史
料
読
解
（
批
判
）
、
豊
か
な
構
想
と
読
者
を
引
き
つ

け
て
離
さ
な
い
筆
力
に
感
服
さ
せ
ら
れ
る
。
遣
唐
使
廃
止
問
題
の
研
究
を
飛
躍
的
に
前
進

さ
せ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
宇
多
天
皇
論
・
王
朝
国
家
論
に
寄
与
す
る
と
こ
ろ
も
大

き
い
成
果
で
あ
る
。

下
向
井
「
王
朝
国
家
国
街
軍
制
に
お
け
る
国
内
武
士
催
促
に
つ
い
て
」
は
一
九
七
七
年

に
提
出
し
た
修
士
論
文
の
一
部
で
あ
る
が
、
七
八
年
に
学
会
誌
に
投
稿
し
て
没
に
な
り
、

三
五
年
ぶ
り
に
匿
底
か
ら
出
し
た
挨
ま
み
れ
の
代
物
で
あ
る
。
同
じ
く
箆
底
に
眠
っ
て
い

た
姉
妹
編
「
王
朝
国
家
国
街
検
断
権
の
構
成
」
を
次
号
に
載
せ
た
ら
、
三
七
年
前
に
坂
本

先
生
に
提
出
し
た
修
士
論
文
は
す
べ
て
活
字
に
し
た
こ
と
に
な
る
。

来
年
、
坂
本
先
生
は
め
で
た
く
傘
寿
を
迎
え
ら
れ
ま
す
。
『
史
人
』
第
六
号
は
「
坂
本

賞
三
先
生
傘
寿
祝
賀
記
念
号
」
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
八
月
に
は
何
と
し
て
も
刊
行
し

た
い
の
で
、
古
代
史
読
書
会
O
B
の
皆
様
、
∞
国
冨
。

E
Z
塾
O
B
の
皆
様
、
こ
の
場
を

借
り
て
記
念
号
へ
の
ご
寄
稿
を
呼
び
か
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
号
の
編
集
は
学
位
論
文
執
筆
を
抱
え
た
山
本
佳
奈
さ
ん
に
お
願
い
し
て
、
無
理
を
さ

せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
途
中
尻
池
由
佳
さ
ん
に
、
終
盤
は
斎
藤
拓
海
く
ん
に
、
少
し
手
伝

っ
て
貰
い
ま
し
た
。

二
O
一
三
年
一
二
月
二

O
日


